
令和４年度 第２回相模原市大規模事業評価委員会 次第 

 

            日 時 令和４年６月４日（土）午前１０時３０分から 

          場 所 相模原市役所本庁舎２階 第１特別会議室   

 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

（１）橋本駅周辺整備推進事業について 
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                          令和４年６月  日  

 

 

相模原市長 本村 賢太郎 殿 

 

 

                     相模原市大規模事業評価委員会 

                     会  長  小 野 田  弘 士 

 

 

「橋本駅周辺整備推進事業」に係る相模原市大規模事業評価について（答申） 

 

 

令和４年４月９日付け４リ駅課第１号で諮問のありました標記の件について、

次のとおり答申します。 

 

 

 本事業を実施することは妥当である。 

 

 ただし、本事業の実施に当たっては、下記の点に留意すること。 

 

 

記 

 
１ 本事業は、土地区画整理事業、街路事業、自由通路整備事業と多岐にわたる

ため、本事業の推進に当たっては、相模原市のみならず国や神奈川県が策定

している各種計画との整合性に留意すること。  
２ 都市基盤整備や土地利用においては、土地の高度利用を図るだけでなく、

グリーンインフラなど緑や防災に関する観点も検討し、安全で安心な環境を

創出できるよう努めること。  
３ 本事業を進めるに当たっては、市民や地権者に対し、十分な情報提供を行う

とともに、丁寧な説明を行うよう努めること。  
 
 

以 上   

 

（案） 
資料１ 
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「橋本駅周辺整備推進事業」に係る審議結果について 

 

 

 相模原市大規模事業評価委員会（以下「当委員会」という。）は、令和４年

４月９日付けで相模原市長から諮問のあった相模原市大規模事業評価（橋本駅

周辺整備推進事業）について、相模原市大規模事業評価自己評価調書及び関係

資料に基づき、次の評価の視点で審議を行った。  
 
○ 事業の必要性  
○ 事業の妥当性  
○ 事業の優先性  
○ 事業の有効性  
○ 事業の経済性・効率性  
○ 環境・景観への配慮  
 

また、これまでの主な経過は次のとおりである。  
○ 令和３年度 第１回（令和３年１１月２９日）  
 ・ 橋本駅周辺整備推進事業の概要について  
 ・ 大規模事業評価の視点について  
○ 令和３年度 第２回（令和４年２月７日）  
 ・ 橋本駅周辺整備推進事業（追加）の概要について  
○ 令和４年３月９日  
 ・ 現地視察  
○ 令和４年度 第１回（令和４年４月９日）  
 ・ 諮問  
 ・ 大規模事業評価自己評価調書（橋本駅周辺整備推進事業）について  
○ 令和４年度 第２回（令和４年６月４日）  
 ・ 答申（案）について  
○ 所管局による市民意見聴取  

   令和４年２月１５日から令和４年３月１８日まで  
   結果：意見件数２７７件  

 

  以下、当委員会の審議結果を示す。  

 

 

 

（案） 資料２ 
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１ 事業の必要性 

(1) 公共が担う必要性について 

  本事業は橋本地区のまちづくりのみならず、周辺地域も含めた広範囲に

大きな影響を及ぼす極めて公共性が高い内容から構成されている。 

  すなわち、鉄道、道路などの交通インフラを複合的に含むほか、今後の

まちの発展に向けた開発をも見据えたものであり、規模、影響度、後世への

責任などの観点から、これらを担うことを本務としている地方公共団体が

実施することは適切であると判断できる。 

 

(2) 市が事業を実施する必要性について 

  本事業は相模原市都市計画マスタープランを初めとする上位計画や関連

計画等に位置付けられている。 

また、道路関連法では、道路行政は公共によることを前提としていることや

国の要綱（国土交通省平成２１年６月 自由通路の整備及び管理に関する要綱）

によって整備の主体が市と定められていることから、市が主体となって実施

すべき事業である。 

 

(3)  事業の必要性について 

リニア中央新幹線神奈川県駅（仮称）の整備を契機として、橋本駅南口の

拠点性の向上や交通結節点としての機能強化が求められることとなり、これ

にふさわしい機能を整備するため本事業は必要なものと認められる。 

 

２ 事業の妥当性 

 (1) 整備手法の妥当性について 

   整備手法については、経済性や利用者の利便性、事業実現性により他の手法

との比較やコスト比較が行われており、土地区画整理事業と直接買収方式※

との比較や国道１６号の立体化や拡幅案との比較など想定される手法の比較

を行ったうえで適切と考えられる手法を定めていることから妥当であると

認められる。 

 

  ※直接買収方式・・・地権者から必要な土地だけを買収し、公共施設（道路等）の整備

を行う方式。 
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 (2) 規模の妥当性について 

   相模原市広域交流拠点整備計画おいて、優先的に土地利用を図る地区

（重点地区）を中心とした事業区域にしており、道路についても開発による

影響等を適切に考慮し、交通管理者との協議等を踏まえた規模としている

ことから妥当であると認められる。 

 

 (3) 整備場所の妥当性について 

   リニア中央新幹線神奈川県駅（仮称）が橋本駅周辺に設置されることに

伴い、必要な都市基盤の整備を行うものであることから、整備場所について

は妥当であると認められる。 

  

 (4) 事業の妥当性について 

   本事業は、リニア中央新幹線の開業を見据え、交通結節点の強化や広域交流

拠点整備計画の実現に向けたまちづくりを行うものであるが、交通結節点の

強化に向けては、（仮称）大西大通り線を整備することで圏央道相模原インター

チェンジとのアクセス機能強化を図るほか、橋本駅南口周辺に現状よりも広い

歩道や新たな自転車道を整備するのに十分な幅員の道路を整備することで、

快適な交通空間の創出を図るとともに、周辺道路の渋滞解消を図るなど、

現在の交通課題を解決するための取組を進めることが確認できたため、本事業

については妥当であると認められる。 

   

３ 事業の優先性 

 (1) 事業着手時期の適切性について 

   リニア中央新幹線の開業時期を視野に入れながら、既存の都市基盤整備に

おいて、不足している機能の拡充に加え、リニア中央新幹線の新駅の利用に

おいて必要となる機能を必要な時期に間に合うよう整備することから、事業

着手時期は適切であると認められる。 

  

 (2) 事業の優先性について 

  リニア中央新幹線は開業に向けて既に駅工事等が着手されている中で、

それらとバランスを取りながらまちづくりを進める必要があり、本事業の

優先性は高いものと認められる。 
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４ 事業の有効性 

 (1) 事業の有用性について 

   費用便益分析において、各事業共に国土交通省のマニュアル※に沿った

分析がされており、有用性の判断方法としては妥当な方法が取られていると

認められる。また、事業の有用性を示す値である費用便益比（B/C）が 1.0

以上を示していることから本事業の有用性が認められる。 

※土地区画整理事業に関する費用分析マニュアル（平成 21 年 7 月 国土交通省） 

  ※費用便益分析マニュアル（平成 30 年 2 月 国土交通省） 

  ※都市再生交通拠点整備事業に関する費用便益分析マニュアル（平成13年 4月 国土交通省） 

 

 (2) 課題解決のための有効性について 

   本事業は交通結節機能を高めるだけでなく、周辺道路の負荷軽減や広域交通

ネットワークの形成、駅南北の連携強化が可能であることから駅南口周辺に

おける合理的な土地利用や圏央道相模原インターチェンジ方面からのアクセス

強化など課題解決に有効であると認められる。 

 

 (3) 事業の有効性について 

本土地区画整理事業を進めることによって、新たな用地が創出され、企業等

の立地やそれに伴う雇用の場の創出が期待されるとともに、来街者や居住者の

増加により、街全体の賑わいの創出や税収の増加も期待される。 

また、本事業区域と接続する街路事業を整備することによって、周辺からの

アクセス性の向上や交通ネットワークの充実が図られ、地域住民にとっての

交通利便性の向上も見込まれる。 

さらに、駅南北間に新たな自由通路を整備することで、来街者が増加しても

快適な歩行空間を確保できるとともに、駅南北間のまちの賑わいづくりにも

寄与することが期待されており、本事業の有効性が認められる。 

 

５ 事業の経済性・効率性 

 (1) コスト及びその内訳の適切性について 

令和４年２月時点の試算であり、関係機関との協議や事業計画、事業費の

精査などにより変動する可能性がある旨の説明があったが、他市の事例やこれ

までの事例を基に概算費用を算出していることから、現時点における事業費の

積算については適切であると認められる。また、現行の要綱等に照らして国庫

補助金や地方債などの想定がされ、財源の内訳が示されていることから、

事業費の内訳についても適切であると認められる。 
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 (2) 事業の採算性について 

   直接、収益を伴う施設の整備を行わないため、本視点における評価は実施

されていない。ただし、基盤整備を行い、土地利用の増進が図られることで

固定資産税等の増収が見込まれるものと考えられる。 

 

 (3) 事業の経済性・効率性について 

   本事業のコストについては、事業費の大きい事業であることから、今後

丁寧に議論を進め、詳細な設計を行う際には、社会情勢の変化を見極めつつ、

コストの縮減に向けた検討を進めていただきたい。 

     

６ 環境・景観への配慮 

 (1) 周辺環境・景観との調和の配慮について 

   本地区は「第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略」に

おいて、橋本駅周辺地区が緑化重点地区に設定されているほか、相模原市

景観計画において、景観形成重点地区の候補地区となっている。 

周辺環境・景観との調和については、道路内に植樹帯を設け緑の保全を行う

ほか、土地区画整理事業区域内に必要な公園等の整備をすることで緑化を図って

いくだけではなく十分な整備を検討していただきたい。 

    

 (2) 周辺環境・景観への影響の低減／回避策について 

   周辺環境・景観への影響に対する低減／回避の工夫について、それぞれ

必要な対策が記載されているが、防災の観点において、基盤整備や土地利用

を進めていく際には十分検討していただきたい。また、環境関連法令等への

合規性の観点において、文化財保護法への対応についても意識する必要がある。

一般的にこうした事業を行う際の埋蔵文化財の対応については事前によく

検討していただきたい。  
 

 (3) 環境・景観への配慮について 

   環境・景観については、概ね妥当ではあるが、６（１）周辺環境・景観

との調和の配慮及び６（２）周辺環境・景観への影響の低減／回避策に記載

した点に留意して進めていただきたい。 

 

                                以 上   
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国道16号
（相模原市内）
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13.9145 # 8 19.18 11 # 17 16.9 23 28 # 55.89 40.03619 # 35.52 # 16 24 34 17.3478 28.7 33 17.72 20.74296 # 26 15 # 34 27 34 22 25.5 13 # # 18.8 13.57 20 16.71511 12.162 10 # 13.53 # 11 11.032 17 19 20.55 21.77 # 25 23 27 # 26.2 14.569447 17.6 29.7 40 49 56.1 52.4444 32 21.98 21.2 17.571 24.4589 42.810239 47.155 32.63872249 20.77 17 30 # 66.15230098
13.7722 # 8 23.23 13 # 18 17.83 23 28 # 56.17 39.36539 # 30.13 # 14 23 31 16.6074 27.8 29 16.55 20.60663 # 26 14 # 34 27 34 22 24.9 13 # # 18.6 13.58 21 17.79864 12.7666 10 # 13.976 # 11 11.163 17 19 20 20.2 # 25 23 27 # 25.6 14.311364 17.3 29.2 40 48 55.2 52.6472 31.8 22.24 21.5 17.81 24.5653 42.7178524 45.824 32.34028299 22.03 18 31 # 65.82175408
11.0682 # 8 24.14 13 # 18 18.49 25 30 # 57.33 38.75475 # 22.98 # 12 22 26 14.8989 25.1 24 14.91 22.03106 # 24 13 # 33 28 31 19 18.6 11 # # 13.4 11.39 20 17.28372 11.526 10 # 11.943 # 9.2 9.5919 15 17 18.47 18.46 # 23 23 26 # 24.6 13.584299 17 29.1 39 48 55.4 48.1035 27.7 19.4 19.7 15.952 23.8974 41.390803 42.522 30.34537054 21.23 18 31 # 65.03189778
10.5633 # 9 34.15 17 # 20 21.71 28 35 # 58.3 39.46154 # 28.99 # 15 23 25 14.8554 24.9 24 15.59 23.6451 # 26 14 # 34 30 32 20 18.3 11 # # 13.4 11.65 21 19.02547 12.5749 10 # 12.535 # 9.3 9.9558 16 18 18.42 17.62 # 24 23 27 # 24.8 13.995036 17.3 29.6 40 49 56.8 51.4459 30.6 21.79 22.2 18.824 25.3718 41.8710725 47.234 39.44400391 26.63 19 32 # 66.07117889

・主要渋滞箇所が点在しており、その箇所を中心に連続的に20km/h以下の速度低下が発生。

・ 圏央道の完成（H26.6）に伴い、現道の交通量は減少傾向であったが、八王子ＢＰ無料化（H27.10）、町田立体開通

（H28.4）以降、交通量が増加傾向。

交通量
（台/日）

100,000

50,000

150,000

出典：H27道路交通センサス

混雑度

交通量
（大型車混入率）

凡例（交通量、混雑度）

＜規制速度＞
東京都・神奈川県境～元橋本：60km/h

元橋本～大野台二丁目：50km/h
大野台二丁目～東名入口：60km/h

下り

上り

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

1.59

1.07 1.17
0.79 0.92 0.56

43,361
（25.2%）
[4車線]

39,965
（17.5%）
[4車線]

57,717
（21.2%）
[6車線]

50,948
(24.6%）
[4車線]

22,226
(18.2%）
[4車線]

35,272
(15.5%）
[4車線]

主要渋滞箇所
（相模原市区間）

横浜町田IC

出典： ETC2.0プローブ情報
R2.1～R2.12（R2.4,5は除く）
※全日データ

0.93

混雑度
2.00

1.00

0.00

凡例（速度）
0－10km/h
10－20km/h
20－30km/h
30－40km/h
40－50km/h
50km/h以上

相模原南警察署前

大野台交番前

鹿沼台東京都・
神奈川県境 橋本五差路 淵野辺 鵜野森

神奈川県・
東京都境

東名入口大野台郵便局前
相模原駅入口清新

中和田

(仮)東急ｽﾄｱ前
橋本駅南入口 南町田北

■交通量、混雑度、速度
大野台小入口
（古淵駅入口）

27,998
（31.9%）
[2車線]

41,334 
42,025 

40,358 
39,949 

43,342 

42,066 
41,248 

42,733 
42,402 

30,000

35,000

40,000

45,000

圏央道

開通前
圏央道
半年後

圏央道
１年後

八王子BP

無料化後

町田立体

開通直後
町田立体
半年後

町田立体
1.5年後

町田立体
2.5年後

町田ランプ
開通後

(台/日) 淵野辺
相模原市区間

（主要渋滞箇所：10箇所）

H26.6
圏央道開通

H27.10
八王子BP
無料化

H28.4
町田立体
開通

H31.3
町田立体
ランプ開通

３％減少
（-1,385台）

相模原IC

相模原愛川IC

６％増加
（+2,453台）

町田立体
H31.3.16
完成

国道１６号の相模原市内の渋滞状況

元橋本

Administrator
ハイライト表示

Administrator
テキストボックス
　追加資料



橋本駅周辺整備推進事業 位置図

（仮称）橋本⻄通り線（延⻑：約0.3km標準幅員：約23ｍ)

※この計画図は現時点での検討案であり、今後変更が生じることがあります。

駅前広場

追加資料



 

相模原市大規模事業評価自己評価調書 一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
民
等
の
意
向
・
要
望
等
の
把
握 

意向・要望

等 の 把 握

の 有 無 

■ 把握している  □ 把握していない 

把 握 の 

時期・方法 

〇平成２６年８月２２日～平成２８年２月１５日  

 ・広域交流拠点整備計画検討委員会（学識経験者、市民、交通事業者、  

国土交通省、神奈川県等の関係行政機関から構成） 

⇒計４回開催 

〇平成２６年９月１９日～平成２８年１月６日 

 ・橋本駅周辺小委員会（学識経験者、市民、交通事業者、神奈川県等の  

関係行政機関から構成） 

⇒計８回開催 

〇平成２８年３月３日 

 ・広域交流拠点整備計画検討委員会から「広域交流拠点整備計画に  

関する事項」についての答申 

〇平成２８年７月１３日、平成２８年７月１６日  

 ・相模原市広域交流拠点のまちづくり市民説明会（計２回）  

〇平成２８年６月１５日～７月２２日  

 ・パブリックコメント実施（相模原市広域交流拠点整備計画（案））  

〇平成２９年１０月３日 

 ・平成２９年度橋本地区まちづくり懇談会  

〇平成３０年１０月１１日 

 ・平成３０年度橋本地区まちづくり懇談会  

〇平成３１年３月６日 

 ・「橋本駅周辺まちづくり推進会議」から要望書の提出  

〇令和２年１月２９日 

 ・令和元年度橋本地区まちづくりを考える懇談会  
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